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　目的　経済摩擦の増加とともに国際社会の中での日本人の働き遇ぎが批判の的となり，

政府は週休２日制や労働時間の短縮, 長期休暇の導入を積極的に実施するよう官公庁をは

じめ企葉に呼びかけている。本研究ではこのような状況の中で働きバチといわれる男性が，

余暇についてどのように考え゛ているのか，また,背広にネクタイといった画一的な服装が

中心の男性が，余暇にはどのような装いをしているのか，など，余暇と被服行動について

実証データをもとに考察を試みた.

　方法　近畿圈に居住する満18才から60才までの男性　450名を対象に1988年年12月から19

89年1989年　1月，配票留置法による質間紙調杢を行った.主な質間項目は仕事と余暇に対

する考え方や，満足度. 余暇の過ごし方および余暇,の服装一生活態度・衣生活態度である。

データの分析には単純集計およびクロス集計を用いた。

　結果　余暇とは生活を楽しむためのものと答えた者が若い世代に多いのに対し，年令が

高くなるほど体の疲れやストレスを解消するためのものと答える者が多くなっている。ま

た仕事が中心の生活をしている者が多いわりには，余暇への満足度は高い。レジャーの多

様化が叫ばれているわりには，休日の遇ごし方ではテレビを見たり，ゴロ寝と答えたもの

が年代を問わず半数以上を占めており，年令の高い者ほどその割合は高いが，若い層では

ドライブなどで生活を楽しむ者も多い。休日における服装は,若い年令層はシャツにジー

ンズ，年令の高い層はシャツやセーターに替えズボンが多く，女性のファッションが多様

化しているのに比べると，男性の余暇における服装はその種類も少なく画一的である。

D 6 被服の価格差による消費動向の推定
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目的：　価格差の大きい商品は、品種の多様性に富み、さらに高級化し、また需要が伸びる

可’能性を持つと思われる。したがって商品のある時点の価格差を調べることで、その商品

の将来における成長性を予測することができると考え、このような予測のモデルを求める

ことを本研究の目的とした。

方法：　データーは総務庁統計局の家計調査年報昭和5 7年～昭和6 2年を用いる。

　価格差は、年間収入五分位階級別の価格（単価）Ｙと各分位の所得Ｘの関係を単回帰分

析によりY = A ＋B Xの形で求める。それぞれの平均値をX、？とすると、価格の所得弾

力性EP = B／（Y／X）である。単回帰による推定の精度a も合わせて求めた。対象品

目は、被服4 6品目と被服以外の参考品目である。

　商品の高級化を表わす尺度としては物価の上昇分を補正した実質価格を用い、需要の伸

びの尺度としては支出の所得弾力性を用いた。

結果：　( 1 ）推定の精度は、所得階級による購入価格差の顕著なものがよく、危険率0.

1 %以下の品目は婦人オーバー、スラックス、セーター、ブラウス等であった。逆に1 0

% 以上の品目は、婦人コ―ト、男子着物、男女学生服、子供オーバー等であった。

( 2 )価格弾力性の高い品目は、婦人コート、オーバー、帯、草履等であった。

（3 ）品目ごとに、価格弾力性による実質価格および支出弾力性のモデルを用いて予測を

試みた。支出弾力性は昭和5 7、5 8、5 9年のデーターから求め、予測結果は昭和6 0、

6 1年のデーターにより一致性が検討された。


